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メーカーズシャツ鎌倉（本社：神奈川県鎌倉市雪ノ下）は、3月1 8日より、鎌倉本店にて、
「escales」（エスカル）のレディス商品の取り扱いを開始します。escalesは2005年にパリで設
立されたエクスクルーシブでプレステージの高いインターナショナルブランド。鎌倉本店にてフレ
ンチリヴィエラのエスプリがきいた爽やかな白とブルーの一角が、日本で初めて登場します。

アジア初！ メーカーズシャツ鎌倉本店にて3月1 8日から

『            』の取り扱い開始
フレンチリヴィエラの風薫るインターナショナルブランド

　フランス語で、寄港を意味する「e s ca l e」は、南仏の高級リゾートエリアであるフレンチリヴィエラ
がメインコンセプトで、特に、サントロペを強くイメージしています。ブルーと白が基調のラグジュア
リーな大人のマリンテイストなスタイルをオールシーズン展開いたします。
　esca le sとの取り組みは、4年前に、弊社・社長の貞末タミ子が南仏・ニースのesca le sのショップを
訪れたことに遡ります。ニースと鎌倉は同じく三方を山に囲まれ、海がある風光明媚な歴史的遺産
を持つ観光都市で、その共通点ゆえ、1966年から姉妹都市となっています。真っ青な空と海が美
しいニースと姉妹都市の鎌倉から、ブルーと白が爽やか
なフレンチリヴィエラのマリンスタイルをご提案いたしま
す。3月1 8日から鎌倉本店に新たに誕生するe s c a l e sの
コーナーでその世界観を感じて下さい。

　商品価格帯は下記の通りです。
シャツ（16000円～18000円）／セーター（21000円～27000円）／
ワンピース（23000円～27000円）／パンツ（18000円～19000円）／
Tシャツ（9800円～12000円）／バッグ（13000円～18000円）



「メーカーズシャツ鎌倉」及び「Kamakura Shirts」の詳細は、株式会社SMRまで
〒150-0012 東京都渋谷区広尾5-1-25 広尾ヴィラージュ3階
Tel: 03-5449-7647   Fax: 03-5449-7651   HP: www.shirt.co.jp
※株式会社SMRはメーカーズシャツ鎌倉のマーケティング、出店戦略、
商品開発を担当しているメーカーズシャツ鎌倉の関連会社です。

本リリースの問い合わせは下記までお願いします。  担当：玉置美智子
E-mail: michiko@beatrice-office.com   Tel: 090-2669-1397

◎日本語ホームページ:  www.shirt.co.jp　◎英語ホームページ:  www.kamakurashirts.com
◎グローバルオンラインストア:  www.kamakurashirts.net

　1993年11月、鎌倉で創業。“鎌倉シャツ”の愛称で親しまれ、東京を中心に日本全国で25店舗、海外で3店舗を展開。縫製
は世界最高レベルを誇る日本の工場で行い、生地から縫製にいたるまで、高級シャツの品質でありながら、流通システムの見
直しと中間コストの削減によりほとんどのメンズ、レディスシャツを均一価格の5000円（税抜）で販売。セールをしない価格の信
頼性を取り戻すアパレル業界の新しいビジネスモデルとして、高い評価をいただいています。
　2012年10月、ニューヨーク・マディソンアベニュー400に海外初となる「Kamakura Shirts」をオープン。2015年12月には、海外2
店舗目をニューヨーク、ロウアー・マンハッタンの最高級商業モール「ブルックフィールド・プレイス」に出店。2016年7月、アジア初
となる台湾店をフランチャイズでオープン。2013年春から英語のグローバルオンラインストアを開設し、世界中のお客様へ商品
をお届けしています（約64ヶ国からの注文を受注）。

メーカーズシャツ鎌倉 概要

　2005年パリにて創業。世界的な高級リゾート地であるフレンチリヴィエラ、特にサントロペをイメージしたexclusiveで
prestigiousなインターナショナルブランド。ヨーロッパを中心に直営店19店舗、フランチャイズで9店舗を運営。本社はスペインの
バルセロナにある。

◎ホームページ： http://escales-paris.com/international/

escales（エスカル）概要

esca lesに出会ったあの日

　　　　　　　　　　　　　メーカーズシャツ鎌倉　代表取締役社長　貞末タミ子

　4年前のあの日、ニースの空は雲一つなく真っ青に晴れ渡り、海は深いブルーに染まっ
ていました。この避暑地には商店街があります。沢山のブランドが軒を並べているその中
に、ファサードをブルーに塗った小さな店がポツンとありました。esca le sという名前の店でし
た。狭い店内はブルーと白の服ばかりが、心地よいニースの海と空のように私を待ってい
ました。Ｔシャツ、綿シャツ、ニット、パンツなど…どれもカジュアルだけどチャーミング。そし
て、ラグジュアリー。これを着てニースの浜辺を歩いてみたい。そしてネイビーのパラソルの
下で、音楽を聴き、口ずさんでみたい…。
　袖を通してみたら今までと違う自分がいました。初めて知ったe sca l e sという名前の洋服
屋さん、どれもこれも欲しくなりました。船や錨の絵が描かれたTシャツに深いブルーの細
身のパンツを合わせてみました。鏡に映したその姿は憧れの南フランスそのものでした。
　皆様はご存知ないと思いますが、まだ子供の頃、『太陽がいっぱい』というフランス映画
（実際はフランスとイタリアの合作）を見ました。ヨットに青い海の映画です。ハンサムな青
い目のアラン・ドロンのそばで長い髪を風になびかせ、ギターを弾いていた魅力的な女。
マリー・ラフォレという女優の姿は、まるでエスカルそのものでした。
　カジュアルなのに、つんとすまして誇り高くエスプリのきいたe s ca l e s。そのe s ca l e sと一緒
に湘南の浜辺や鎌倉の街角へ、爽やかなブルーの風ととも帰りたいと思いました。あの
日、esca lesに出会い、そのすべてに私は魅せられたのです。
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